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   現在、可視光応答型光触媒実用化に向けた研究において可視光応答型のWO3光触媒が注

目されている。我々は 2000 年から反応性 dc マグネトロンスパッタ法による WO3光触媒

薄膜の可視光応答性に関して報告してきており 1)~7)、無加熱の基板上に作製したアモルフ

ァス WO3薄膜が大気雰囲気中後焼成によって結晶化することで基板加熱成膜した WO3薄

膜に比べ可視光照射時に高い光誘起超親水性とアセトアルデヒド分解活性を示すことを

報告した 6)。しかし、WO3光触媒はさらに高い可視光応答性と、耐候性が求められている。 

そこで本研究ではさらなる光触媒活性および耐候性の向上を目指してWO3薄膜上に TiO2

薄膜を積層したもの（TiO2/WO3積層膜）およびその積層膜に助触媒として白金を担持し 4)、

可視光照射時における光誘起超親水性ならびにアセトアルデヒド分解活性について解析

した。光触媒活性評価は可視光照射下における純水の接触角測定、60ppmのアセトアルデ

ヒドの気相分解反応により行った。可視光の光源にはフィルター（ATG.V-40, Y43）を取り

付けた Xeランプ（中心波長：450nm, 1.0mW/cm2）を用いた。 

  図 1 にアセトアルデヒドの可視光分解の解析結果を示す。白金を界面および表面に担持

した TiO2/WO3積層膜に関して前者は 2時間、後者は 4時間でアセトアルデヒドを分解し、

通常のWO3薄膜や TiO2/WO3積層膜よりも分解速度が速いということがわかった。 

 

図 1 TiO2/WO3積層膜およびWO3薄膜のアセトアルデヒド可視光分解結果 
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